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調性 小節 箇所 諸要素とその展開法





ホ長調 １ ミ（シ）ソ♯ 短６度下行
ホ短調 冒頭、中間部	etc. 三音一体の主題 自由に変形されモチーフ扱いされている
ヘ短調 最後の小節 レ♭（シ）ドファ 装飾付き主要主題
ヘ長調 ２－３，	etc. 低音レ♭ド（レ♭）ファ 変形されモチーフ扱いされている
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レ♭はド♯の異名同音＝同一音である）。全24曲の冒頭で「汝、死すべし」と吼えたこの恐ろ
しい宣告は、終幕の頂点においては歓喜を告げる鐘の音となって「汝、生くべし」と宣言する
のである。まさに来るべき「万人の復活」の予象である。その宣言の喜びが四方八方へこだま
するかのように、上声が一小節後に「主要主題」の反行縮小形で天空に飛び立つや（ド♯レ♯
ソ♯）、内声も追い打ちをかけて裏拍に「主要主題」の楔を打つ（シンコペーションのラ♯、
ソ♯、レ♭）14。この喜ばしい宣言を作曲者自身が確証するかのように、どの声部のどの三音上
にもアクセント記号が付されているのである（譜例７の最下段：１小節目）。
　以上ように、ラフマニノフは同主調によって両端の曲に統一性を持たせただけでなく、同じ
「主要主題」を鐘 15のごとく両端の曲で鳴らし、かつ正反対の宣告をさせた。もしこの三音が
人間の発する声でないならば 16、それは人間を超えた方の威嚇でありまた許しであろう。また
それを聞く人類にとっては畏怖から歓喜への旅立ちとなろう。
　また、この完全無欠の原型である「主
・
要
・
主
・
題
・
」三
・
音
・
の
・
再
・
現
・
は、メッセージとしてまたそれ自
体として死（ロ短調）に打ち勝つ復活をしも象っている。天空を紅に染める夕焼けが明くる日
の晴天を予告するように、この曲もやがて晴れ渡る未来を約束するかのようである。沈む夕陽
を眺めて立ち尽くすこの雄大な曲想の中に、死後の命への希望を与える福音が力強く鳴り響い
ているのである。
　かくして、第１番で提示された冒頭の「主要主題」が、実は全24曲全体の根底に横たわる
主要なる主題であったことが証明された。ラフマニノフの「24の前奏曲」の配列の意味をめ
ぐる楽曲分析は、以上の通りである。
Ⅴ　宗教的観点の根拠
　以上の楽曲分析の基盤となった宗教的な観点について、その妥当性の根拠を以下に挙げる必
要があるだろう。これはラフマニノフ自身が1941年、永眠する２年前に残した言葉である。
後に語り継がれるようになった彼の名句が２か所ほど含まれている（太字は名句、下線は筆
者）。
　作曲家が音楽で表現すべきことは、自分の生まれた国の精神、愛、信仰、好きな本や絵画
の印象から湧き出た思想です。音楽は作曲家の人生体験をすべて総括したものであるべきで
す。巨匠の傑作を研究してご覧なさい。するとどの作品にもその作曲家らしい特徴がくまな
く見出されるでしょう。時代の流れが作曲技法を変えることがあっても、音楽の使命は不変
14	こうして三音一体の主要主題が同時に三重に響いて「三声一体」という新次元を形成する。新天地の象
徴だろうか。
15	第１番（作品３－２）が「鐘」の愛称を持つことは既述した。因みにロシア人にとって「鐘」と言えば
第一に「教会の鐘」を指す。またラフマニノフは自作品に「鐘」の音の模倣を多く取り入れた作曲家と
して名高い。
16	ラフマニノフによれば、この「主要主題の本質とは」「厳かに、威嚇するように響き渡らなければなら
ない」「どっしりとした基盤」（＝充実した基盤。原語массивныйは「どっしりとした、充実した、か
さ張った」。コンサイス露和辞典第４版）であった。つまり明らかにこれは物質的な基盤ではなく「精
神性に満ちた基盤」である。精神性に満ちた基盤とはキリスト者にとって神、乃至は神の言葉を指すこ
とから、言い換えればこの三音一体の主題とは「重々しい（＝どっしりとした）神の声」に他ならな
い。人間の声としては余りにも仰々しいからである。
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です。（中略）何度でも繰り返します。音楽は何よりもまず愛されるものでなければなりません。
音楽は心から出て心に向っていなければなりません。でなければ、音楽は永久に朽ちない芸
術である希望を失うことになるでしょう。（中略）　私は作曲する際に、独創的であろうとか、
ロマンティックであろうとか、民族的であろうとか、その他そういったことについて意識的
な努力をしたことはありません。私はただ、自分の中で聴こえている音楽をできるだけ自然
に紙の上に書きつけるだけです。
　私はロシアの作曲家です。母国は私の気質と人生観に染み込んでいます。私の音楽が私の
気質から生まれたものである以上、これはロシア音楽に他なりません。ただしわざとまさに
ロシア音楽を書こうとか、他の類の音楽を書こうとか努めたことはありません。
　言うまでもなくチャイコフスキーとリムスキー＝コルサコフから受けた影響は大きいです
が、記憶する限り誰かを真似たことはありません。唯一、私が自らの創作において心掛けて
いることは、作曲している時に自分の心の中にあるものを簡潔に、そして率直に語るという
ことです。愛や苦しみ、悲しみや宗教的な心境、これらがすべて私の音楽の中身です 17。
　最晩年のラフマニノフは断言する。「作曲家が音楽で表現すべきことは、自分の生まれた国
の精神、愛、信仰、思想」であると。そして自身の作品の中身とは「愛や苦しみ、悲しみや宗
教的な心境のすべて」であると。また彼は自分がロシアの作曲家であり「母国は私の気質と人
生観に染み込んでいます」と。であるならば、彼の音楽の中身をなした愛や苦しみ、悲しみや
「宗教的な心境」とはロシアの宗教に基づいて涵養された心境である。ロシアの宗教とは1000
年の国教の歴史を持つ正教である。正教会を支える信仰の始まりにして中心にあるものは、ハ
リストス（キリスト）の復活を差し置いて他にない。
　ラフマニノフの音楽を語る際、宗教的な観点は欠かせない。これは本人の言葉が示している
通りである 18。
17	Музыка	композитора	должна	выражать	дух	страны,	в	которой	он	родился,	его	любовь,	
его	веру	и	мысли,	возникшие	под	впечатлением	книг,	картин,	которые	он	любит.	Она	
должна	стать	обобщением	всего	жизненного	опыта	композитора.	Начните	изучать	
шедевры	любого	крупного	композитора,	и	вы	найдёте	в	его	музыке	все	особенности	
его	индивидуальности.	Время	может	изменить	музыкальную	технику,	но	оно	никогда	
не	изменит	миссию	музыки.	/	Повторю	ещё	и	ещё,	музыка	прежде	всего	должна	быть	
любима;	должна	идти	от	сердца	и	быть	обращена	к	сердцу.	Иначе	музыку	надо	лишить	
надежды	быть	вечным	и	нетленным	искусством.	/	В	моих	собственных	сочинениях	я	
никогда	не	делаю	сознательных	усилий	во	что	бы	то	ни	стало	быть	оригинальным	
или	романтичным,	или	национальным,	или	ещё	каким-то.	Записываю	на	бумагу	музыку,	
которую	слышу	внутри	себя,	и	записываю	её	как	можно	естественнее.	Я	—	русский	
композитор,	и	моя	родина	наложила	отпечаток	на	мой	характер	и	мои	взгляды.	Моя	
музыка	—	это	плод	моего	характера,	и	потому	это	русская	музыка.	Я	никогда	не	
старался	намеренно	писать	именно	русскую	музыку	или	музыку	ещё	какого-либо	
другого	рода.	На	меня,	несомненно,	оказали	огромное	влияние
	 Чайковский	и	Римский-Корсаков,	но	я	никогда,	насколько	помню,	не	подражал	никому.	
Единственное,	что	я	стараюсь	делать,	когда	я	сочиняю,	—	это	заставить	её	прямо	и	
просто	выражать	то,	что	у	меня	на	сердце.	Любовь,	горечь,	печаль	или	религиозные	
настроения	—	всё	это	составляет	содержание	моей	музыки.	（「音楽は心から出ていなければ
ならない」という記事《1941年『The	Etude』誌のインタビュー》ЛН:	т.	1,	с.	145-147）
18	因みに、本稿でも引用した原典版楽譜の表紙は「聖堂」（Kazinir	Malevich,	«CHURCH»,	1903.	Oil	on	
Board）と題する絵画で飾られている。このことも、本稿の楽曲分析が単に一個人に限られた解釈では
ないことを示している。
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Ⅵ　結論
　「ラフマニノフは24曲をひとまとまりのものとして創り上げようとする意図があったのか」
―――これが本稿の問いであった。既述した楽曲分析によって明らかにされたように、少なく
とも「ひとまとまりのもの」として創り上げようとする意図は「あった」と判断する方が妥当
である。むしろ無かったと判断する方が理に適わない。もし無かったとすれば、始曲と終曲が
同主調であるのも偶然、「主要主題」が終始展開されているのも偶然、また計24曲の中に１調
たりとも同じ調が混ざらなかったことも偶然という推論になる。残念ながらそのような推論の
蓋然性は低い。ちょうど24曲でも全24調には決してならなかったショパンの練習曲（作品
10、及び作品25）のような事例が、そのような判断の可能性を否定している。
　またラフマニノフが自作の「24の前奏曲」において、まさに何を表現しようとしていたの
かは究極のところ本人と神にしか分からない。しかし曲集を彩る「愛や苦しみ、悲しみ」や喜
び 19の奥で、作曲家が「努めて特段の注意を払った」主要主題が既述のように再現することか
ら、その意図は多分に「宗教的な心境」とその世界観を含んでいたものと思われる。つまりこ
の作品の核心を成す「主要主題」の主要主題（意義）とは、広義には楽園追放から来るべき第
八日 20までをも射程に入れたものであり、その中で自らが変容し復活することにあったのでは
ないか。そしてそのような含蓄に富む主題を「始曲の冒頭」と「終曲の頂点」に置いたという
ことは、ラフマニノフが曲集の全一性 21を重んじていた証であり、かつ彼の心の視線が「アル
ファ、及びオメガ、始
はじめ
、及び終
おわり
、第一の者、及び末の者」（黙示録22：13）である聖三者 22を
その三音一体の主要主題の彼方に指向していた証ではないかと推定されるのである23。
　まさにそうであればこそ、正教徒のラフマニノフがロシア文化の表現者として「自分の心の
中にあるものを簡潔に、そして率直に語り」、表すべき「自分の生まれた国の精神、愛、信仰、
思想」をすべからく表現したと言えるのである。もしそうでないとするならば、世界的巨匠は
自己矛盾に陥っていたと断定することになるだろう。
　この結論は、楽譜と作曲家自身の言葉を論拠とするだけでなく、暗譜による全曲公演を重ね
て作品の奥義を内側から理解してきた演奏家としての体験に裏打されている 24。この作品は、
19	一例として、作品23－６変ホ長調の前奏曲はラフマニノフの娘が誕生した日に湧いた曲だと伝えられ
ている。
20	聖書の教えによれば、現在は神の創造の第七日目が続いている。来るべき永遠の神の王国の到来が第八
日目となる。
21	（真実とは）「全てであり、かつ一つであるもの」の意。露の哲学者ソロヴィヨフの言葉。正教的世界観
を表す。
22	「三位にして一体なる神」（三位一体）を指す正教会の呼称。
23	主要主題は時間軸においてのみ三音一体であるのではなく、空間軸においても各音がそれぞれ「三つの
高さの異なる音」で構成されて三音一体（三的単一音）となっている（譜例１のａ）。さらに、この三
音は音階軸において「第６音」から「属音（第５音）」を経て「主音（第１音）」へと向かい、律動軸で
も「３拍目」から「４拍目」を経て「１拍目」へと向かっている。これら三音に漲る「１」（原点かつ
終点）への引力は、正教神学の指向性「三から一へと思索を展開する」（V.	ロースキー『キリスト教東
方の神秘思想』勁草書房、2010、90頁参照）に一致する。両端の曲が「終わりのない道の終点、果て
しのない高揚の到達点」（同上97頁）を指向するような楽想である所以である。
24	2002年４月２日、モスクワ・ラフマニノフ協会ホール／ 2003年３月５日、東京文化会館小ホール／
2003年４月22日、モスクワ音楽院小ホール／ 2008年４月２日、モスクワ音楽院ラフマニノフホール
など。いずれも土田定克ピアノリサイタル　ラフマニノフ「24のプレリュード－ラフマニノフの、観
ていたもの－」全曲演奏会。尚、2006年８月15 ～ 16日、彩の国さいたま芸術劇場音楽ホールにて録
音した２枚組CD（ムジークレーベンMLT00024）も存在する。
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死に打ち勝つ生命の勝利を祝い、神の国への希望を告げ知らせる福音の音楽なのである。
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